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京都橘大学（京都市山科区、学長：岡田知弘）では、10月27日(月)及び12月1日(月)に、本学客

員教授の松井大輔氏が学生へ「地域社会におけるスポーツの役割」について語る特別授業を開催

します。

この特別授業は、2025年4月に開設した経営学部経営学科スポーツ経営学専攻の専門科目であ

る「スポーツと社会」において実施されます。山科区大宅出身の元サッカー日本代表選手であり、

一般社団法人日本フットサルトップリーグ理事長を務める松井氏と、地域社会におけるスポーツ

の役割を考えます。

10月27日(月)の第1回講演では、本学経営学部経営学科の井澤悠樹准教授が松井氏へ質問を行う

対談形式で進行します。京都サンガでプロサッカー選手としてのキャリアを歩み始め、フランス

など5カ国9クラブでのプレー経験を持ち、そして現在Fリーグ※の理事長として改革に取り組む松

井氏より、スポーツが地域社会において果たす役割や社会貢献について学びます。

また、第1回講演を踏まえ、 12月1日(月)の第2回講演では、 「Fリーグのさらなる地域密着・

社会的支援の獲得に向けた展望」をテーマに、学生によるプレゼンテーションを行います。講演

会の最後に、松井氏から講評、優秀チームを発表いただきます。

今回の講演会を通じて、スポーツが社会に果たす役割について考え、広い視野でスポーツの社

会的意義を理解する機会にしたいと考えています。

山科区大宅出身の元プロサッカー選手・京都橘大学客員教授の

松井 大輔氏が学生へ地域社会におけるスポーツの役割を語る特別授業を開催

開 催 日：【第1回】2025年10月27日(月)

【第2回】2025年12月1日(月) 両日ともに15：15－16：55 授業内で講演

場 所：京都橘大学清香館2階 B202教室

テ ー マ：地域社会におけるスポーツの役割について

【第1回・プログラム】

講演① 諸外国におけるスポーツ（サッカー）の位置づけ

講演② クラブやリーグによる社会課題への取り組み

講演③ Fリーグによる地域社会への取り組み

【第2回・プログラム】

①学生提案（3～4チーム）及び松井氏のコメント・フィードバック

②第2回の講演を通じた総評

③優秀チームの発表及び記念撮影

授 業 名：スポーツと社会

担当教員：京都橘大学経営学部准教授・井澤悠樹

参 加 者：京都橘大学経営学部経営学科スポーツ経営学専攻1回生全員

日時：【第1回】2025年10月27日(月)【第2回】2025年12月1日(月)
両日ともに15：15－16：55

場所：京都橘大学清香館2階 B202教室
対象：経営学部経営学科スポーツ経営学専攻全1回生

●取材・内容についてのお問い合わせ先

京都橘大学広報課 担当：立木、前川 TEL：075-574-4112 E-mail：pub@tachibana-u.ac.jp

※日本フットサルリーグ（日本フットサルトップリーグが運営）



別 紙

■経営学部経営学科スポーツ経営学専攻について

■担当教員のコメント 

［ご参考］2024年7月特別講演会の開催模様 

経営学部経営学科准教授 井澤悠樹（いざわ・ゆうき）

【専門分野】スポーツマネジメント, スポーツマーケティング

【コメント】

松井氏がアスリートの立場、生活者の立場、そして外国人の立場と多

様な立場から実体験された、海外におけるスポーツと社会の関係につい

て本学学生にお話いただけることを嬉しく思います。

「広い見聞を持ち合わせたスポーツ経営人材の養成」に向け、スポー

ツに対する多角的な理解を深める機会になることを期待しています。

●取材・内容についてのお問い合わせ先

京都橘大学広報課 担当：立木、前川 TEL：075-574-4112 E-mail：pub@tachibana-u.ac.jp

2025年4月より経営学部経営学科に開設。
学びの特徴：【スポーツ×経営学で、これからの社会を牽引する人材を養成】
専門領域としてスポーツをテーマに実践的な経営学を学びます。また経営学の観点からスポー
ツを「する」「みる」「ささえる」「つくる」ことに視点をおいて多角的にアプローチします。
広い視野で社会におけるスポーツの未来や可能性について考える力を養成します。

■松井大輔氏プロフィール

1981年5月11日 京都市山科区生まれの元プロサッカー選手。京都市
立大宅小学校、大宅中学校、藤森中学校、鹿児島実業高校を経て地元
の京都サンガでプロサッカー選手となった。
以降フランス、ロシア、ブルガリア、ポーランド、ベトナムの海外

５カ国９クラブを渡り歩き活躍。国内でもジュビロ磐田、横浜FC、
Y.S.C.C.横浜でプレーし、J１からJ３までのプレー経験を持つ。2021
年にはプロサッカー選手とプロフットサル選手の二刀流に挑戦し話題
を集めた。日本代表では2004年アテネオリンピック、2010年南アフ
リカワールドカップに出場し、国際舞台でも活躍した。2024年2月に
現役引退を発表。
現役引退後は、Fリーグ理事長のほか浦和レッドダイヤモンズアカ

デミーロールモデルコーチやU-18日本代表ロールモデルコーチ、解
説者等マルチに活躍をしている。
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